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現
在
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
福
祉
制
度

に
つ
い
て
、介
護
保
険
法
改
正（
平
成
24
年
）

及
び
障
害
者
総
合
福
祉
法
制
定
（
平
成
25

年
）
に
向
け
て
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
公
正

で
倫
理
的
な
経
営
を
求
め
ら
れ
る
社
会
福

祉
施
設
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
経
営
を
余

議
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
麻
生
渡
福
岡
県
知
事
か

ら
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
施
設
の
取
り
組

み
と
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
施
設
が
良
質

か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
社
会
福
祉
施

設
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
て
、
老
人
・
障

害
者
分
野
の
社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議
会

会
長
に
、
社
会
福
祉
施
設
の
今
後
の
課
題

や
展
望
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
社
協
が
各
社
会
福
祉
施
設
種

別
協
議
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

福
祉
人
材
の
確
保
や
災
害
対
策
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
の
た
め
の
人
材
育
成
等
に

つ
い
て
課
題
と
今
後
の
方
針
を
取
り
上
げ

ま
す
。

ふくおかのふくし

特集
1
良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
た
め
に

　
　

社
会
福
祉
施
設
の
展
望

　

社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
社
会
福

祉
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
県
民
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る

中
、
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
の
分
野
で

は
、
介
護
保
険
制
度
創
設
、
障
害
者
自

立
支
援
法
施
行
な
ど
、
従
前
の
「
措
置

制
度
」か
ら
利
用
者
が
選
択
で
き
る「
契

約
制
度
」
へ
と
大
き
な
制
度
改
革
が
進

み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
、
国
に
お

い
て
、
年
金
や
医
療
、
介
護
、
障
害
者

福
祉
な
ど
の
制
度
改
革
が
議
論
さ
れ
て

　

麻
生
渡
福
岡
県
知
事
が
語
る

　
　

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
施
設
に
寄
せ
る
期
待

お
り
、
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
に
対
す

る
県
民
の
関
心
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

社
会
福
祉
施
設
の
皆
さ
ま
に
は
、
さ

ら
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し

て
い
た
だ
き
、
利
用
者
と
の
厚
い
信
頼

を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
世
界
一
の
長
寿
国
と
な

り
ま
し
た
。
意
欲
に
あ
ふ
れ
、
知
識
や

経
験
の
豊
富
な
高
齢
者
が
多
い
と
い
う

こ
と
は
、
誇
る
べ
き
こ
と
で
す
。
県
で

は
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
新
た
に
、
高
齢
者
が
健
康

で
い
き
い
き
と
働
き
活
躍
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
目
指
す
「
70
歳
現
役
社

会
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
ね

ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
」
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
や
福
祉
・
介
護
分
野
に
お
け
る
人

材
の
確
保
な
ど
、
よ
り
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
基
盤
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し

て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
、
社
会
参
加
や
雇
用
拡
大
を
進
め

て
い
ま
す
。
障
害
者
が
つ
く
っ
た
芋
焼

酎
「
自
立
」
は
、
昨
年
６
施
設
で
栽
培

し
た
芋
を
原
料
に
８
千
本
を
出
荷
し
、

半
年
で
完
売
し
ま
し
た
。
今
年
は
９
施

設
で
栽
培
に
取
り
組
み
、
１
万
２
千
本

を
販
売
目
標
に
し
て
い
ま
す
。「
自
立
」

を
は
じ
め
と
す
る
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」

の
販
売
促
進
に
努
め
、
障
害
者
の
所
得

向
上
を
目
指
す
自
立
支
援
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
、
県
政
に

理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
、一
体
と
な
っ

て
県
民
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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急
速
な
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、

女
性
の
社
会
進
出
に
よ
っ
て
、
大
き
く

家
庭
の
機
能
が
変
化
し
、
家
庭
で
の
介

護
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
施

設
で
は
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
が
す
ぐ

に
入
所
で
き
な
い
厳
し
い
現
状
に
あ
り
、

同
時
に
施
設
内
の
介
護
職
の
人
材
不
足

が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

福
岡
県
で
は
、
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と

し
て
、
施
設
整
備
計
画
（
福
岡
市
、
北

九
州
市
を
除
く
）
で
、
４
６
０
床
の
増

床
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
所
希
望

者
の
解
消
や
、
新
規
職
員
２
５
０
名
の

雇
用
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、緊
急
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
、

介
護
関
係
の
資
格
を
持
た
な
い
求
職
者

を
対
象
に
「
福
祉
・
介
護
人
材
育
成
就

業
促
進
事
業
」
も
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
約
７
０
０
名
の
離
職
さ
れ
た
方
々

が
介
護
施
設
に
「
介
護
補
助
員
」
と
し

て
派
遣
さ
れ
、
同
時
に
資
格
取
得
の
た

め
に
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級

福
岡
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

原　

嘉
伸　

氏

課
程
」
を
受
講
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
受

講
者
の
皆
さ
ん
が
、
現
場
で
の
経
験
を

重
ね
、
一
日
も
早
く
福
祉
の
職
場
で
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
と
し
て
も
職
員
が
希
望
を
持
っ

て
、
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
環
境
を

整
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

繋
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
で
の
高
齢
者
の
単
身
世

帯
及
び
高
齢
者
の
み
の
夫
婦
世
帯
が
増

加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
、
住
み
た
い
場
所
で
暮

ら
し
続
け
、
安
心
し
て
年
を
と
り
た
い

と
い
う
思
い
に
、
私
た
ち
も
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
社
会
を
共
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
（
24

時
間
３
６
５
日
連
続
し
た
包
括
支
援
体

制
）
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
平
成
24
年

度
の
介
護
保
険
、
医
療
保
険
の
同
時
改

正
に
向
け
、
そ
の
財
源
を
確
保
で
き
る

よ
う
な
社
会
保
障
の
あ
り
方
の
検
討
に

積
極
的
に
参
画
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
、
社
会
福
祉
と
り
わ
け
障
害
者
施

策
は
大
き
な
変
革
の
中
に
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
10
年

を
振
り
返
っ
て
も
、
措
置
制
度
か
ら
支

援
費
制
度
、
さ
ら
に
障
害
者
自
立
支
援

法
を
経
て
、
今
新
た
な
制
度
の
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
私
達
、
障
害
者
支
援
施
設
関

係
者
は
、
制
度
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ

う
と
も
利
用
者
本
位
の
考
え
方
は
変
え

て
は
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
だ
と
い
う
こ

と
を
、
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
の
構

成
員
25
名
の
う
ち
半
数
以
上
が
、
障
害

当
事
者
あ
る
い
は
ご
家
族
の
方
で
占
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
障
害
者
権

利
条
約
採
択
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
、「
私

た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
事
を
決
め
な
い

で
」
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
一
定
の
評
価

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
障
害
者
支
援
施

設
に
は
、「
保
護
の
客
体
か
ら
権
利
の
主

体
へ
」
と
い
う
権
利
条
約
の
理
念
に
基
づ

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
施
設
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

日
野　

博
愛　

氏

く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
も
、
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

地
域
生
活
支
援
と
権
利
擁
護
は
、
福

岡
県
身
体
障
害
者
施
設
協
議
会
と
し
て

の
新
た
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、
入
所

支
援
施
設
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た

役
割
は
、
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
上
で
、
入
所
支
援
と
地
域
支

援
を
両
軸
と
し
た
展
開
を
図
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
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特
集
１　

良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
た
め
に

課
題

合
同
面
談
会
に
見
る
福
祉
分
野
の
人
材
不
足

〜
福
祉
の
職
場
に
求
め
ら
れ
る
人
材
と
は
〜

　

今
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内
定

率
（
昨
年
12
月
１
日
現
在
・
厚
労
省
・
文

部
科
学
省
調
査
）
が
68
・
８
％
と
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
、
２
月
４
日
に
春
日
市
の

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
福
祉

の
職
場
合
同
就
職
面
談
会
で
は
、
１
３
２

の
社
会
福
祉
法
人
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
が
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

求
人
状
況
は
９
７
５
人
の
求
人
（
常
用

７
９
０
人
、
パ
ー
ト
１
８
５
人
）
と
、
昨

年
同
時
期
（
９
５
５
人
）
よ
り
微
増
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
求
職
者
は
、
７
７
５

人
と
昨
年
同
時
期
の
求
職
者
（
１
，
１
３ 

２
人
）
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

福
祉
分
野
の
人
材
不
足
は
年
々
深
刻
化

し
て
お
り
、
求
人
施
設
の
担
当
者
か
ら
は
、

「
入
浴
や
排
せ
つ
介
助
な
ど
介
護
は
事
故

の
リ
ス
ク
を
伴
う
。
限
ら
れ
た
人
数
で
ど

う
対
応
す
る
の
か
、
職
員
の
配
置
に
は
細

心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
。」「
職
員
の

体
調
不
良
等
に
対
応
す
る
夜
勤
時
の
交
代

職
員
が
足
り
な
い
。」
な
ど
、
厳
し
い
施

設
の
現
状
を
伺
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
求
職
者
に
面
談
を
希
望
す
る

施
設
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
重
視
す

る
点
は「
施
設
の
方
針
」で
、長
く
働
け
て
、

「
や
り
が
い
」
を
持
て
る
職
場
を
選
び
た

い
と
い
う
意
思
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

【職種別求人の状況】

区　分
求人数
（人）

割合（％）

介護職 505 51.8
看護職 112 11.5
介護支援専門員 35 3.6
サービス提供責任者 20 2.1
ホームヘルパー 119 12.2
相談員、支援員、保育士 148 15.2
作業療法士、理学療法士 18 1.8
事務職 11 1.1
合計 975 100.0

　

日
本
の
経
済
は
、
少
子
高
齢
化
や
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
な
ど
の
影
響
で
完
全
失

業
率
も
４・９
％
、
失
業
者
数
２
９
８
万

人
（
平
成
22
年
12
月
統
計
）
と
未
だ
厳

し
い
雇
用
状
況
に
あ
り
ま
す
。
障
害
者

の
雇
用
率
も
平
成
22
年
度
は
１
・
68
％

と
低
く
、
法
定
雇
用
率
１・８
％
に
も
達

し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
、
一
般

就
労
が
困
難
な
障
害
者
に
対
し
て
、
福

祉
的
就
労
を
支
援
す
る
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
（
授
産
施
設
）
の
工
賃
は
平
成
18

年
度
全
国
平
均
が
１
２
，
０
０
０
円
と

低
く
、
国
は
打
開
策
と
し
て
、
平
成
23

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
平
均
工
賃
の
倍

額
を
目
指
す
工
賃
倍
増
５
ヵ
年
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
福
岡
県
も
福
岡
県
社

会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
と
協
力
し
て

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
福
岡
県
の

障
害
者
福
祉
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
麻
生
渡
福
岡
県
知
事
は
、
働
く

暮
ら
す
施
設
（
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
＝
授
産
施
設
）

福
岡
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会

福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

上
田　

正
勝　

氏

の
利
用
者
の
方
達
の
所
得
保
障
と
し
て
、

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
の
製
造
・
販
売
な
ど

に
福
岡
県
と
し
て
力
を
入
れ
て
頂
き
ま

し
た
。
障
害
者
が
栽
培
し
た
芋
を
使
っ

た
芋
焼
酎
「
自
立
」
や
県
内
産
小
麦
を

使
っ
た
「
ま
ほ
ろ
ば
パ
ン
」、米
粉
を
使
っ

た
焼
き
菓
子
、
さ
を
り
織
り
を
取
り
入

れ
た
縫
製
品
な
ど
、
知
事
自
ら
が
提
案

し
、
率
先
し
て
宣
伝
し
て
い
た
だ
き
、
心

よ
り
御
礼
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
自

立
」に
携
わ
っ
た
施
設
の
工
賃
も
平
均
１
，

５
０
０
円
ほ
ど
ア
ッ
プ
し
て
お
り
効
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
授
産
施
設
の
課
題
と
し
て
は
、

地
域
で
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
条

件
整
備
が
不
備
な
ま
ま
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
経
過
措
置
後
の
福
祉
的
就
労

を
希
望
す
る
障
害
者
の
行
き
先
が
不
透

明
で
あ
る
こ
と
や
内
閣
府
に
よ
る
障
が
い

者
制
度
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
、
財

政
的
な
根
拠
が
な
い
ま
ま
に
進
め
ら
れ

て
い
る
障
害
者
基
本
法
改
正
や
総
合
福

祉
法
の
行
方
を
大
変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
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福祉・介護人材育成就業促進事業
事業実施状況

（平成 23 年３月７日現在）

派遣受入目標達成率　91.20％
　・派遣受入目標数　750 人
　・派遣受入申込数　698 人
　・派遣決定数　　　684 人
　・派遣満了者　　　462 人
　【内訳】
　　①常勤雇用成立　　249 人
　　②常勤雇用不成立　213 人

　

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と

平
成
20
年
度
の
介
護
労
働
者
の
所
定
内
賃

金
は
月
平
均
21
万
２
，
４
３
２
円
（
勤

続
４
・
８
年
、
44
・
６
歳
）
で
、
こ
れ

は
、
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
産
業
全
体

の
29
万
４
，
５
０
０
円
（
勤
続
４
・
８
年
、

44
・
６
歳
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
及
び
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
経
費
は
介
護
保
険
で
ま
か
な

わ
れ
て
お
り
、
国
に
よ
る
３
年
ご
と
の
介

護
報
酬
の
見
直
し
で
変
わ
り
ま
す
。

　

福
祉
・
介
護
職
員
が
安
心
し
て
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
、
財
源
の
確
保
と
仕
組
み
づ

く
り
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
社
協
の
人
材
・
情
報
課
で
は
、

求
職
者
と
求
人
施
設
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
的

確
に
行
う
た
め
、
福
祉
相
談
員
が
施
設
や

事
業
所
を
訪
問
し
、
施
設
の
求
人
状
況
や

福
祉
の
職
場
に
求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
採
用
時
に
重
視
す
る
の
は
、
資
格
は

も
ち
ろ
ん
、
人
柄
・
性
格
。
次
に
熱
意
。

人
を
相
手
に
す
る
仕
事
な
の
で
、
そ
の
人

の
立
場
に
立
て
る
人
」
と
い
う
意
見
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
介
護
人
材
育
成
就
業
促
進

事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
他
分
野
か

ら
の
転
職
者
も
多
数
受
け
入
れ
て
お
り
、

人
柄
や
性
格
、
社
会
人
と
し
て
仕
事
に
取

り
組
む
誠
実
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
、

採
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た

施
設
長
・
施
設
の
求
人
担
当
者
に
聞
く

福
祉
の
職
場
に
求
め
ら
れ
る
人
材
像

福
岡
県
緊
急
雇
用
対
策

資
格
が
な
く
て
も

　

福
祉
の
職
場
で
働
き
た
い
人
を
応
援

　

〜
福
祉
・
介
護
人
材
育
成
就
業
促
進
事
業
〜

　

福
岡
県
で
は
、
平
成
21
年
か
ら
、
緊
急

雇
用
対
策
と
し
て
、
企
業
・
事
業
所
等
の

事
情
に
よ
り
離
職
・
失
業
さ
れ
た
方
々
に

つ
い
て
、
派
遣
会
社
を
通
じ
て
、
県
内
の

社
会
福
祉
施
設
に
「
介
護
補
助
員
」
と
し

て
紹
介
派
遣
す
る
と
と
も
に
、「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課
程
」
の
資
格

を
取
得
し
て
い
た
だ
く
介
護
の
「
福
祉
・

介
護
人
材
育
成
就
業
促
進
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
既
に
６
８
４
名
の
人
材
を

各
社
会
福
祉
施
設
へ
派
遣
し
て
お
り
、
既

に
２
４
９
名
の
方
々
が
正
規
雇
用
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
雇
用
の
創
出
と
福
祉
・

介
護
分
野
の
人
材
確
保
を
目
指
し
た
本
事

業
の
必
要
性
を
考
慮
し
、
募
集
人
員
を

６
０
０
名
か
ら
７
５
０
名
に
増
員
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
福
岡
県
社
協
で
は
、
福

祉
施
設
あ
て
に
派
遣
職
員
の
受
入
れ
に
つ

い
て
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
課
程
の
講
習
を
実
施
し
事
業
の

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

福
岡
県
社
協　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
１
０

【
問
合
せ
先
】
福
祉
施
設
部
施
設
課

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７
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特
集
１　

良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
た
め
に

　

災
害
か
ら
施
設
利
用
者
の
命
を
守
る

全
国
初　

施
設
合
同
防
災
訓
練
を
実
施

　

近
年
の
度
重
な
る
集
中
豪
雨
、
台
風
等

の
自
然
災
害
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
火
災

な
ど
は
、
施
設
利
用
者
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
咋
年
10
月
に
奄

美
大
島
で
起
き
た
記
録
的
な
大
雨
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
、
各
社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議

会
と
連
携
し
、
昨
年
８
月
に
災
害
支
援
対

策
専
門
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

専
門
委
員
会
で
、
施
設
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
火
災
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
施

設
は
９
割
に
上
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
施

設
は
少
な
い
と
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
で
は
、「
災
害
対
策
に

は
職
員
の
意
識
啓
発
が
不
可
欠
」
と
い
う

意
見
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年

１
月
19
日
と
25
日
に
、
春
日
市
の
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
で
火
災
・
風
水
害
、
地
震
等

を
想
定
し
た
10
種
目
の
実
地
訓
練
を
行
う

「
社
会
福
祉
施
設
防
災
訓
練
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
が
種
別
を
越
え
て
参

加
す
る
合
同
の
防
災
訓
練
は
県
内
初
で
あ

り
、
４
９
２
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

下
記
写
真
の
訓
練
の
他
、
起
震
車
に
よ

る
地
震
体
験
や
、
エ
ア
ー
テ
ン
ト
の
中
に

煙
を
充
満
さ
せ
、
煙
が
充
満
し
た
部
屋
で

の
誘
導
の
難
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
避

難
誘
導
訓
練
、
災
害
時
の
安
全
確
認
に
有

効
な
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
活
用
を
体
験

し
、
安
否
確
認
の
有
効
手
段
を
知
る
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
擬
似
体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

講
評
を
い
た
だ
い
た
春
日
・
大
野
城
・
那

珂
川
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
の
宮
嶋

文
洋
指
導
係
長
は
、
施
設
に
応
じ
た
訓
練
計

画
を
立
て
、
地
域
や
地
元
住
民
と
と
も
に
防

災
力
を
高
め
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

●土のう作成、土のう積み訓練
土のうのつくり方や積み方、また、
緊急時に、土のう袋が準備できない
場合にプランターなどを活用して、
土のうをつくる方法を学びました。

●瓦礫からの救助、避難訓練
災害時の瓦礫を再現し、車のジャッ
キなどを使用して救助しました。救
出後、毛布や上着、物干し竿などを
使用した簡易担架を作成し、安全な
場所に運びました。

●応急処置の方法
ＡＥＤの操作方法や救急道具がない
場面での出血のときの止血方法、骨
折時の雑誌等を利用した応急手当の
実習を行いました。

●ロープ結束訓練
水害などの災害時にロープが人の命
を助ける有効な道具であることから、
ロープの結び方や使い方を体験しま
した。



　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
活
躍
し
た
い　
70
歳
現
役
社
会
づ
く
り
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福
岡
県
が
推
進　

70
歳
現
役
特
区

福
岡
県
70
歳
現
役
社
会
づ
く
り
研
究
会
報
告
書
提
出

　

福
岡
県
で
は
、
社
会
の
活
力
を
維
持
す

る
た
め
、
高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
働
き

活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
70
歳
現
役
社

会
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
モ
デ
ル
地
域

「
70
歳
現
役
特
区
」
の
実
現
の
た
め
、
昨

年
６
月
に
「
福
岡
県
70
歳
現
役
社
会
づ
く

り
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
６

回
の
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
学
識
者
や
高
齢
者
団

体
、
経
営
者
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の

代
表
ら
19
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
福
岡

県
社
協
平
山
良
明
会
長
も
委
員
と
し
て
参

画
し
ま
し
た
。

　

去
る
２
月
８
日
、「
70
歳
現
役
社
会
づ
く

り
研
究
会
」
は
、
検
討
結
果
を
ま
と
め
た

報
告
書
を
麻
生
渡
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
65
歳

を
過
ぎ
て
も
働
き
た
い
、
社
会
貢
献
し
た

い
と
い
う
意
欲
に
あ
ふ
れ
、
地
域
で
活
躍
で

き
る
場
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
高

齢
者
の
就
業
や
社
会
参
加
を
促
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
提
供
な
ど
を
一
括
し
て

行
う
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
が
新
た
に
働
き
始

め
て
も
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
な
い
な
ど
、

就
労
を
妨
げ
る
よ
う
な
現
行
制
度
の
改
善
も

必
要
と
し
、
法
制
度
や
財
政
支
援
な
ど
の
特

例
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
、
国
の
特
区
制
度
を

活
用
す
る
こ
と
も
訴
え
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
の
内
容
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、

３
月
28
日
に
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
70

歳
現
役
社
会
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
基
調
講
演
講
師
に
作
家

の
堺
屋
太
一
氏
を
迎
え
、
専
門
分
野
の
皆
さ

ん
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ

ま
す
。

　

70
歳
現
役
社
会
づ
く
り
研
究
会
の
報

告
書
は
、
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/f17/

70tokku08.htm
l

70歳現役社会づくりシンポジウム

【堺屋太一】：東京大学経済学部卒業
後、通商産業省入省。日本万国博覧
会を企画・実施。退官後、予測小説「油
断 !」「団塊の世代」等がベストセラー
に。98～ 00 年まで経済産業庁長官
を歴任。上海万博では日本産業館代
表兼総合プロデューサーを務めた。

■基調講演　――――――――――――――――――――
　「団塊の世代が活力ある社会を創る」（仮）
　作家・経済評論家　堺屋　太一氏
■研究会報告　―――――――――――――――――――
　福岡県７０歳社会づくり会研究会　委員長　
　法政大学大学院教授　藤村　博之氏
■パネルディスカッション　――――――――――――――
　「高齢者がいきいきと働き
　　　　　活躍することができる社会を目指して」
　　・富士電機ホールディングス㈱　特別顧問　加藤　丈夫氏
　　・プロデューサー　残間里江子氏
　　・NPO法人えふネット福岡　専務理事　蓼原　典明氏
　　・上智大学法学部教授　森戸　英幸氏

■日　　　時　３月28日（月）　13：30～ 16：30（開場13：00）
■会　　　場　西鉄グランドホテル　２階プレジール（福岡市中央区大名２－６－60）
■定　　　員　500名　※事前申し込みが必要となります。
■問 合 せ 先　福岡県福祉労働部労働局新雇用開発課　　電話：092－ 643－ 3593



【
問
合
せ
先
】

総
務
部　

総
務
課

℡
０
９
２（
５
８
４
）３
３
７
７

8ふくおかのふくし
126 号　2011 年 3月号

　

福
岡
県
社
協
は
福
岡
県
民

共
済
生
活
協
同
組
合
様
か
ら

６
０
０
万
円
の
多
額
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
平
成
18
年
に

協
同
組
合
創
設
20
周
年
を
記
念

し
て
、
県
社
協
に
多
額
の
寄
付

を
い
た
だ
き
、
小
規
模
共
同
作

業
所
の
送
迎
・
活
動
用
車
両
や
、

子
育
て
サ
ロ
ン
の
貸
出
用
遊
具

を
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
し
ま

し
た
。

　

以
来
、
毎
年
ご
寄
付
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
今
年
い
た
だ
い

た
寄
付
金
も
、
福
岡
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合
様
の
ご
意
向
に

よ
り
、
県
内
６
ヵ
所
の
小
規
模

共
同
作
業
所
へ
配
分
さ
れ
、
障

害
者
の
働
く
場
で
あ
る
小
規
模

共
同
作
業
所
の
活
動
用
車
両
購

入
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

去
る
１
月
25
日
に
行
わ
れ
た

贈
呈
式
で
は
、
福
岡
県
民
共
済

山
口
敬
男
理
事
長
か
ら
隈
本
英

臣
県
社
常
務
理
事
へ
目
録
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
、
福
岡
県
民
共
済

の
山
口
敬
男
理
事
長
は
、「
地
域

や
職
場
で
共
に
助
け
あ
い
、
生

活
に
根
差
し
た
保
険
を
つ
く
る

た
め
、
割
安
な
掛
金
で
質
の
高

い
保
障
内
容
を
実
現
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
県
民
共
済
に
加
入

さ
れ
た
多
く
の
方
々
が
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
県
内
の
社

会
福
祉
向
上
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組

合
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

福岡県民共済山口理事長（左）福岡県社協隈本常務理事（右）

様からのご寄付
障害者の働く場を支援

障
害
者
施
設
と
九
大
農
学
博
士
が
共
同
開
発

障
害
者
が
つ
く
っ
た　

Ｂ
Ｃ
菌
た
い
肥

　

八
女
市
に
あ
る
知
的
障
害
者
更
生
施

設
「
ふ
る
さ
と
」（
社
会
福
祉
法
人
伍
福

会
）
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
、
九
州
大

学
農
学
博
士
の
久
米
秀
氏
と
共
同
で
、

高
濃
度
有
機
た
い
肥
Ｂ
Ｃ
菌
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｃ
菌
と
は
、
高
熱
性
放
線
菌
、
セ

ン
イ
素
分
解
菌
、
光
合
成
細
菌
の
３
種

混
合
菌
か
ら
な
る
細
菌
で
、
久
米
秀
先

生
が
昭
和
60
年
に
発
見
し
、
特
許
を
取

ら
れ
ま
し
た
。

　

植
物
ホ
ル
モ
ン
剤
を
一
切
使
用
し
て

お
ら
ず
、
様
々
な
作
物
に
使
え
る
う
え
、

土
壌
環
境
が
良
く
な
り
、
花
類
は
生
育

や
開
花
が
早
く
、
長
く
咲
き
続
け
る
ほ

か
、
野
菜
、
果
樹
は
、
細
根
が
多
く
生

育
が
早
く
な
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、

作
物
も
お

い
し
く
育

ち
、
収
穫

後
の
日
持

ち
が
よ
く

な
る
な
ど

の
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ

と
」
で
は
、

こ
れ
ら
の
効
果
を
活
か
し
、
久
米
先
生

の
指
導
の
も
と
、
多
く
の
施
設
の
利
用

者
が
携
わ
り
、
Ｂ
Ｃ
菌
に
キ
ノ
コ
の
残

渣
、
油
か
す
、
米
ぬ
か
、
も
み
が
ら
を

加
え
た
高
濃
度
の
有
機
た
い
肥
「
Ｂ
Ｃ

菌
た
い
肥
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
中
島
施
設
長
は
、「
障
害

を
持
つ
方
々
に
と
っ
て
、
土
に
触
れ
る

作
業
は
、
精
神
的
に
も
良
い
影
響
を
与

え
、
非
常
に
適
し
て
い
ま
す
。
施
設
で

は
、
現
在
、
こ
の
た
い
肥
を
近
く
の
農

家
で
試
験
的
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
好

評
で
す
。
販
売
も
は
じ
め
て
お
り
、
そ

の
売
上
は
、
施
設
を
利
用
す
る
障
害
者

の
皆
さ
ん
の
収
入
に
少
し
で
も
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。
販
路
の
拡
大
が

今
後
の
課
題
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
Ｂ
Ｃ
菌
た
い
肥
」
は
３
リ
ッ
ト
ル

４
５
０
円
、
20
リ
ッ
ト
ル
２
，
４
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
伍
福
会
ふ
る
さ
と

八
女
市
龍
ヶ
原
１
９
６-

６

℡
０
９
４
３
（
３
０
）
２
０
６
０
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近
年
、
高
齢
者
の
所
在
不
明
問
題
や

孤
立
死
の
増
加
な
ど
、
家
族
間
や
住
民

同
士
の
関
係
の
希
薄
化
を
一
因
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
１
月
に
放
送
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
無
縁
社
会―

３
万
２
千
人
の
衝
撃
」
で
は
高
齢
者
の

孤
独
死
、
所
在
不
明
問
題
の
背
景
が
明

ら
か
に
な
り
、「
無
縁
社
会
」
は
現
代
の

社
会
問
題
を
表
す
言
葉
と
し
て
大
き
な

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
は
じ
め
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
関
係
団
体
が
連
携
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
め
ざ

し
た
県
内
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
取

り
組
み
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、「
無
縁
社
会
」
に
焦
点

を
当
て
、「
無
縁
社
会―

３
万
２
千
人
の

衝
撃
」
の
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る

板
垣
淑
子
氏
、
福
岡
県
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
活
動
か
ら
、
無
縁
社
会

の
現
状
や
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
、

無
縁
社
会
解
決
に
む
け
た
糸
口
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

ふくおかのふくし

特集
2

無
縁
社
会
か
ら
の
脱
却

〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

地
域
住
民
同
士
に
必
要
と
さ
れ
る
「
絆
」
づ
く
り

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
、
閉
じ
こ
も
り

防
止
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

と
し
て
、
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
３
月
１
日
に
福
岡
市
の
福
岡
国
際

会
議
場
で
「
平
成
22
年
度
い
き
い
き
サ
ロ

ン
で
元
気
高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
県
内
69
市
区
町
村
か
ら
市
区
町

村
・
社
協
関
係
者
や
サ
ロ
ン
関
係
者
、
ふ

く
お
か
健
康
隊
な
ど
約
１
，
３
０
０
名
が

参
加
し
、
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
に
つ
い

て
熱
心
に
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局
社
会
番
組
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
板
垣
淑
子
氏
迎
え
、「
無
縁
社

会
に
立
ち
向
か
え
〜
支
え
あ
う
豊
か
な
地

域
を
め
ざ
し
て
〜
」
と
題
し
て
誰
も
が
安

心
し
て
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

無
縁
死
と
な
っ
た
方
の
足
跡
を
追
う
中

で
、
晩
年
に
な
っ
て
一
人
で
最
期
を
迎
え

た
方
で
も
、
そ
の
多
く
は
そ
れ
ま
で
縁
を

大
事
に
生
き
て
き
た
方
々
が
多
い
と
い
う

現
状
に
「
違
和
感
」
を
覚
え
ま
し
た
。

　

実
際
に
取
材
を
進
め
る
中
で
、
日
本
独

特
の
地
域
社
会
と
の
「
地
縁
」、
家
族
と
の

「
血
縁
」、
職
場
と
の
「
社
縁
」
が
失
わ
れ

て
い
る
現
状
と
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

現
状
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
後
の
遺
体
の
引
取
り
人
が

い
な
い
た
め
、
誰
に
も
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、「
葬
儀
サ
ー
ビ
ス
」

の
契
約
を
す
る
高
齢
者
、
親
類
や
友
人
な

ど
話
し
相
手
が
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、

利
用
料
を
払
い
「
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
」

を
利
用
し
て
い
る
方
な
ど
が
増
加
し
て
い

て
、
家
族
間
や
住
民
同
士
の
関
係
の
希
薄

化
を
痛
感
し
ま
し
た
。
番
組
放
送
終
了
後

に
も
、
多
く
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
か
ら「
今
は
元
気
だ
が
、将
来
が
不
安
。」、

「
私
も
無
縁
社
会
に
い
る
。」
な
ど
の
お
声

を
い
た
だ
き
、
無
縁
社
会
の
深
刻
さ
を
あ

ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
住
民
同
士
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

立
ち
上
げ
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守

り
や
、
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
、
地
域
福

祉
活
動
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
築
い
て
い
る
地
域
や
、
高
齢
者
世
帯
が

無
縁
社
会
に
立
ち
向
か
え

〜
支
え
あ
う
豊
か
な
地
域
を
め
ざ
し
て
〜ＮＨＫ報道局社会番組ディレクター

板垣　淑子氏
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多
い
地
域
で
は
、
子
供
と
触
れ
合
う
機
会

を
設
け
る
な
ど
、
無
縁
社
会
に
歯
止
め
を

か
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
地
域
に

も
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
無
縁
社
会
か
ら

の
脱
却
の
た
め
に
住
民
自
ら
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
動
き
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

無
縁
社
会
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、

制
度
の
枠
組
み
も
必
要
で
す
が
、
地
域
社

会
に
お
い
て
住
民
同
士
が
力
を
合
わ
せ
、

住
民
同
士
の
力
で
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

実
践
報
告　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

　
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
元
気
高
齢
者
セ

ミ
ナ
ー
」
で
行
っ
た
実
践
報
告
会
で
は
、

県
内
の
サ
ロ
ン
数
が
２
，
３
９
８
カ
所

ま
で
普
及
し
た
現
在
、
各
地
域
で
実
際

に
サ
ロ
ン
や
福
祉
会
等
を
起
点
に
地
域

福
祉
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
々
に
報

告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
報
告
い
た
だ
い

た
内
容
の
中
に
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
無
縁
社
会
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
見
い
出
せ
ま
す
。　

水
俣
市
社
協

で
は
、
小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
け
る
「
水

俣
方
式
」
の
創

出
や
介
護
予
防

活
動
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
徹
底
し
た
住
民

参
画
に
よ
る
「
参
加
す
る
福
祉
」
を
基
本

と
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、
地
域
を
一
つ
の
家
族
に
見
立
て
、
地
域

全
体
で
お
互
い
を
支
え
合
う
『
地
域
リ
ビ

ン
グ
（
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
）』
を
進

め
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
心
の
拠
り
所
に

な
っ
て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
か
ら
の
展
開
「
地
域
リ
ビ
ン
グ
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

熊本県　水俣市社会福祉協議会
田代　久子氏

　

毘
沙
門
の
里
で
は
高
齢
者
が
元
気
で
、
い

き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
身
近

で
気
軽
に
出
か
け
ら
れ
る
交
流
の
場
を
開

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
楽
し
く
」「
気
楽

に
」「
無
理
な
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
参
加

者
が
自
由
に
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
し
て
毎

月
一
回
の
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
す
。
ま
た

地
域
行
事
へ
の
参
加
や
、
子
ど
も
の
日
交
流

会
を
設
け
る
な
ど
、地
域
に
お
け
る
「
地
縁
」

の
希
薄
化
が
深
刻
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、

「
地
縁
」
を
よ
り
深
い
も
の
に
す
る
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。梶
原
宏
氏
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
、
①
参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
自
分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
。
②
無

理
を
せ
ず
、
自
分
が
で
き
る
時
に
お
世
話

を
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。」

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
根
付
い
た
サ
ロ
ン
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

朝
倉
市　

毘
沙
門
の
里

朝倉市　毘沙門の里
梶原　宏氏（上）
草場　登美雄氏（下）

　

花
鶴
丘
三
丁
目
区
福
祉
会
で
は
、
自
治

会
と
福
祉
会
が
、住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
、

社
協
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
た
「
お
出
か

け
サ
ポ
ー
ト
活
動
」
は
、
買
い
物
サ
ポ
ー
ト

や
、
通
院
サ
ポ
ー
ト
、
お
出
か
け
ミ
ニ
見
に

ツ
ア
ー
な
ど
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自

家
用
車
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

山
本
信
也
区
長
は
「
町
づ
く
り
の
基
本

は
仲
間
づ
く
り
。
こ
の
区
に
住
ん
で
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

古
賀
市　

花
鶴
丘
三
丁
目
区
福
祉
会

古賀市　花鶴丘三丁目区福祉会
区長　山本　信也氏（上）
福祉会長　平岡　英子氏（下）
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民
生
委
員
児
童
委
員
に
今
、
求
め
ら
れ
る
も
の

　

筑
後
市
に
あ
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
「
一
条

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
自
分
た
ち

が
暮
ら
す
地
域
で
孤
立
死
が
出
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
民
生
委
員
と
福
祉
員
と
福

祉
相
談
員
が
連
携
し
て
見
守
り
活
動
を
開

始
し
、
現
在
は
サ
ロ
ン
活
動
と
見
守
り
活

動
を
一
緒
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
相
談
員
が
訪
問
し
た
時
の
健
康
状

態
を
訪
問
記
録
表
に
記
録
し
、
福
祉
員
、

民
生
委
員
と
情
報
を
共
有
化
し
、
要
支
援

者
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
の
松

本
五
枝
さ
ん
は
、
当
時
の
見
守
り
活
動
と

現
在
の
活
動
の
違
い
に
つ
い
て
「
孤
立
死

が
出
た
11
年
前
、
そ
れ
ま
で
１
地
区
２
人

の
民
生
委
員
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
に
福
祉
員
１
名
、

福
祉
相
談
員
６
名
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

訪
問
の
回
数
も
月
４
回
に
増
え
、
見
守
り

も
手
厚
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
一
方
、
民
生

委
員
の
な
り
手
不
足
や
、
個
人
情
報
保
護

に
よ
り
実
態
が
把
み
に
く
い
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
一
条
行
政
区
で
は
、
民

生
委
員
と
福
祉
員
、
福
祉
相
談
員
が
協
力

し
、
高
齢
者
の
見
守
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
活
動
が
10
年
以
上
続
い
た
の

も
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
３
年
間
の

任
期
で
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
す
。
平
成
22

年
12
月
１
日
、
全
国
で
民
生
委
員
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
福
岡
県
で
は

新
た
に
、
４
８
６
３
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
月
15
日
に
行
わ
れ
た
、
福
岡
県
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
評
議
員
会
で
は

改
選
に
伴
う
正
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、
新

し
い
役
員
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。

孤
立
死
を
見
逃
さ
な
い

地
域
と
連
携
し
た
民
生
委
員
の
活
動

　

近
年
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、
経
済
状
況
の
急
激
な
悪
化
、
地
域
住
民
相
互

の
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
住
民
は
、
孤
立
や
孤
独
感
、
医
療

や
介
護
へ
の
負
担
、
子
育
て
へ
の
不
安
な
ど
、
様
々
な
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

住
民
相
互
が
支
え
合
う
「
共
助
社
会
づ
く
り
」
の
推
進
が
、ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、基
本
的
人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
十
分
配
慮
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
高
齢
者
の
孤
立
死
防
止
、

地
域
に
根
差
し
た
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
、
児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害

な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る
取
組
み
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、多
く
の
福
祉
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者
（
家
族
）
に
粘
り
強
く
接
し
、

地
域
社
会
と
の
つ
な
ぎ
役
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
も
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
常
に
地
域
住

民
の
立
場
に
立
ち
、
住
民
や
関
係
機
関
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
つ
つ
、
日
々
の
活

動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て　
〜
福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
展
望
〜

福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

会
長　

執
行　

利
孝

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

新
役
員
体
制
発
足

　

福
祉
課
題
の
多
様
化
、
複
雑
化
に
伴
い
、

地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
民
生
委
員
児

童
委
員
の
活
動
に
さ
ら
な
る
期
待
が
寄
せ

ら
れ
る
中
、
福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
新
会
長
に
就
任
さ
れ
た
執
行　

利
孝
会
長
に
、
民
生
委
員
と
し
て
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

民生委員・福祉相談員・福祉委員による情報交換



13 ふくおかのふくし
126 号　2011 年 3月号

と
題
し
て
、
民
生
委
員
・
自
治
会
長
、
福

祉
委
員
等
を
対
象
に
、
実
際
に
マ
ッ
プ
作

り
の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
二
瀬
地
区
民
生
委
員
の
方

は
、「
要
援
護
者
の
情
報
が
ひ
と
目
で
わ
か

り
や
す
く
、
情
報
収
集
に
役
立
ち
ま
す
。

マ
ッ
プ
を
民
生
委
員
だ
け
で
な
く
福
祉
委

員
や
社
協
、
市
と
共
有
す
れ
ば
、
日
頃
か

ら
安
定
し
た
支
援
が
継
続
で
き
る
し
、
何

か
あ
っ
た
時
、
迅
速
に
対
応
で
き
効
果
的
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
無
縁
社
会
を
乗
り
越
え

る
道
筋
の
一
つ
は
私
達
の
身
近
な
地
域
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
「
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
活
動
」
を
効

率
的
で
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

福
岡
県
で
は
、
市
町
村
に
対
し
て
「
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
」
の
設
置
等
の
取
組
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
見
守
り
活
動
を
確
実
に
継
続

し
て
実
施
す
る
た
め
に
、
小
地
域
（
小
学

校
や
町
内
会
な
ど
の
単
位
）
ご
と
に
「
見

守
り
活
動
チ
ー
ム
」
を
編
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
市
町
村
の
取
組

の
先
進
事
例
の
紹
介
や
市
町
村
相
互
の
情

報
交
換
の
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、

前
述
の
飯
塚
市
の
取
組
や
、
飯
塚
市
と
同

じ
く
厚
労
省
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
「
安

心
生
活
創
造
事
業
」
を
実
施
す
る
春
日
市

の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
無
縁
社
会
」
の
背
景
に
あ
る
「
社
会
的

孤
立
」
は
、
も
は
や
個
人
の
力
で
は
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
、
自

治
会
の
方
々
が
中
心
で
取
組
ま
れ
て
き
た

「
見
守
り
活
動
」
や
「
サ
ロ
ン
活
動
」
を
無

縁
社
会
に
歯
止
め
を
か
け
る
一
つ
の
方
法

と
位
置
づ
け
、
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

事
例
報
告

住
民
参
加
の
共
に
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

無
縁
社
会
を
克
服
す
る
た
め
に
、
私
た

ち
に
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
地
域

が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

　

飯
塚
市
社
協
で
は
、
見
守
り
や
買
い
物

支
援
と
い
っ
た
基
盤
支
援
が
必
要
な
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど
の
地
域
で
の
暮
ら
し
ぶ

り
を
杷
握
す
る
た
め
、
二
瀬
地
区
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
（
吉
川
守
会
長
）
の

全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
同
地
区
の
約
３
，

１
０
０
世
帯
を
対
象
に
訪
問
聴
き
取
り
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
厚
生
労
働
省
が
推
進
し
て

い
る
「
安
心
生
活
創
造
事
業
」
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
の
１
月
か
ら
３
月
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
本
人
の
同
意
に
基
づ

き
、
回
答
者
の
居
住
地
区
を
担
当
す
る
民

生
委
員
・
福
祉
委
員
・
自
治
会
長
・
自
主

防
災
組
織
と
飯
塚
市
、
飯
塚
市
社
協
が
情

報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

飯
塚
市
社
協
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
、

民
生
委
員
別
要
援
護
者
台
帳
と
し
て
整
備

す
る
と
と
も
に
、「
福
祉
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、

「
住
民
の
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
へ
と
発
展
さ

せ
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
調
査
結
果
を
自
治
会
単
位
の

住
宅
地
図
に
落
と
し
込
み
、「
支
え
あ
い
の

線
」
を
引
く
こ
と
に
よ
り
、
要
援
護
者
を

取
り
巻
く
地
域
の
支
え
あ
い
の
現
状
と
問

題
点
を
可
視
化
・
共
有
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、「
ご
近
所
福
祉
」
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
作
業
で
す
。

　

２
月
27
日
・
28
日
に
、
飯
塚
市
社
協
が

開
催
し
た
「
住
民
の
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」

作
成
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
住
民
流
福
祉
総
合

研
究
所
木
原
孝
久
所
長
を
講
師
に
迎
え
、

講
演
や
、「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
入
門
」

住
民
の
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り

〜
飯
塚
市
社
協
の
取
り
組
み
〜

身
近
な
福
祉
活
動
の
重
要
性

〜
小
地
域
単
位
の
取
り
組
み
〜

西横田自治会の皆さん
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現
在
、
厚
労
省
が
推
進
し
て
い
る
「
病

児
・
緊
急
対
応
強
化
事
業
（
以
下
、「
病
児

対
応
事
業
」
と
い
う
）」
は
、
厚
労
省
が
平

成
17
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
緊
急
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
以
下
「
緊

サ
ポ
事
業
」
と
い
う
。）
が
前
身
で
す
。
福

岡
県
で
は
、
福
岡
県
社
協
が
平
成
18
年
12

月
１
日
付
け
で
厚
労
省
か
ら
受
託
し
、
４

市
１
町
（
大
野
城
市
、太
宰
府
市
、春
日
市
、

筑
紫
野
市
、
那
珂
川
町
）
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

厚
労
省
で
は
、
平
成
20
年
で
緊
サ
ポ
事

業
を
廃
止
し
、
市
町
村
が
実
施
す
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
（
以

下
、「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
」
と
い
う
。）
の

内
容
を
拡
充
し
て
対
応
す
る
と
の
方
針
を

示
し
ま
し
た
が
、
福
岡
県
社
協
が
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
基
に
、
事
業
の
継
続
に
つ
い

て
強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
22
年
度

ま
で
は
時
限
措
置
で
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
を
実
施
す
る

19
市
町
村
の
中
で
、
病
児
対
応
事
業
を
実

施
す
る
市
町
は
な
く
、
41
市
町
村
で
は
、

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

厚
労
省
の
雇
用
均
等
児
童
家
庭
局
職
業

家
庭
両
立
課
か
ら
の
呼
び
か
け
も
あ
り
、

福
岡
県
社
協
で
は
、
病
児
対
応
事
業
の
拡

充
を
図
る
担
当
者
会
議
を
２
月
８
日
に
行

い
、市
町
村
子
育
て
支
援
担
当
職
員
や
フ
ァ

ミ
サ
ポ
事
業
運
営
団
体
実
施
責
任
者
な
ど

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

緊
サ
ポ
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
聞
く

事
業
利
用
者
の
声

　

福
岡
県
社
協
か
ら
業
務
の
一
部
再

委
託
を
受
け
、
緊
サ
ポ
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城

（
大
野
城
市
）、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ぽ
ぴ
ん
ず
（
太
宰
府

市
）
の
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
利

用
者
の
切
実
な
声
を
伺
い
ま
し
た
。

　

―

本
事
業
の
期
限
を
伝
え
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
登
録
会
に
は
多
数
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
登
録
者
は
簡
単

に
子
供
を
預
け
ま
せ
ん
。
事
業
実
施
件
数

は
少
な
く
て
も
、
登
録
者
の
多
さ
が
事
業

の
必
要
性
を
伝
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

も
と
も
と
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
を
実
施
し
て

い
た
経
緯
で
緊
サ
ポ
事
業
に
取
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
と

緊
サ
ポ
事
業
を
受
け
る
こ
と
で
フ
ァ
ミ
サ

ポ
事
業
で
も
安
心
し
て
、
緊
急
性
の
あ
る

事
例
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
は
是
非
、
緊
サ
ポ
事
業
に
も
積
極
的
に

取
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
推
め
し
ま
す
。―

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
野
城

田
中　

成
子
さ
ん

　

―

太
宰
府
市
で
は
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業

の
一
環
で
、
病
児
預
か
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
緊
サ
ポ
事
業
を
受
託
す
る
こ
と
で
、

市
を
超
え
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

緊
サ
ポ
事
業
の
件
数
は
少
な
い
が
フ
ァ

ミ
サ
ポ
事
業
で
預
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

を
、
病
気
の
時
も
預
け
ら
れ
る
安
心
感
が

利
用
者
に
与
え
る
大
き
さ
を
援
助
者
で
あ

る
私
た
ち
も
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
事

業
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。―

　

福
岡
県
社
協
は
、
病
児
対
応
事
業
が
、

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
に
、

行
政
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関

係
機
関
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ぽ
ぴ
ん
ず

倉
富　

京
子
さ
ん

【
問
合
せ
先
】

福
岡
県
社
協

子
育
て
支
援
事
業
推
進
室

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
７
８
５
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平
成
22
年
度
実
績
報
告

〜
地
域
を
支
え
る
募
金
活
動
〜

　

福
岡
県
の
募
金
実
績
は
、
平
成
11
年
度

の
10
億
７
，
３
０
０
万
円
余
を
境
に
減
少

し
て
お
り
、
平
成
22
年
度
は
ピ
ー
ク
時
の

約
73
・
９
％
と
な
る
７
億
９
，
２
０
０
万

円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
福
岡
県
で
は
、

地
域
の
課
題
解
決
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
19
年
度
に
、
地
域
配
分
を
重

視
し
た
独
自
の
募
金
改
革
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
の
見
直

し
や
、
新
し
い
募
金
資
材
の
開
発
、「
赤

い
羽
根
自
販
機
」
の
設
置
推
進
な
ど
を
行

い
、
募
金
実
績
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成
22

年
度
募
金
実
績
額
（
２
月
18
日
現
在
）、

地
域
配
分
の
割
合
（
平
成
22
年
度
の
配
分

計
画
額
）
は
、
共
に
全
国
６
位
で
あ
り
、

福
岡
県
独
自
の
改
革
の
効
果
が
確
実
に
表

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

特
に
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
共
同
募
金

に
寄
付
さ
れ
る
「
赤
い
羽
根
自
販
機
」
は
、

積
極
的
に
設
置
推
進
に
努
め
た
結
果
、
平

成
22
年
度
は
新
た
に
60
台
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
企
業
、
社
会
福
祉
施
設
、

病
院
、
公
民
館
な
ど
に
１
１
２
台
を
設
置

し
、
募
金
額
は
、
平
成
21
年
度
の
２
倍
と

な
る
４
０
０
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
置
者
が
負
担
な
く
地
域
貢
献
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
販
売
手
数
料
に
よ
る
収

入
も
見
込
め
る
赤
い
羽
根
自
販
機
の
推
進

は
、
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
前
の
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
募
金
方
法
を
模
索
す
る

こ
と
で
、
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
、
安

定
し
た
地
域
福
祉
の
財
源
を
確
保
す
る
取

り
組
み
が
、
今
後
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、
民
間
の
社
会
福
祉

活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉
法

で
定
め
ら
れ
た
住
民
主
体
の
活
動
で
す
。

　

今
年
度
で
64
回
目
を
迎
え
た
共
同
募
金

で
は
、
こ
れ
ま
で
県
域
の
課
題
か
ら
地
域

の
身
近
な
課
題
ま
で
、
様
々
な
福
祉
課
題

の
解
決
の
た
め
に
募
金
を
活
用
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
活
動
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
た
め
、
使
い
道
が
わ
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
も
確
か
で
す
。

　

共
同
募
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
広
く
公
開
し
て
い
ま

す
が
、
共
同
募
金
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る

か
を
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今

後
も
積
極
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

平
成
22
年
度　

赤
い
羽
根
共
同
募
金　

実
績
報
告

福
岡
県
の
福
祉
を
支
え
る
赤
い
羽
根

　

10
月
１
日
か
ら
３
ヵ
月
間
実
施
し
た
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
と
、
12
月
１
日
か

ら
１
ヵ
月
間
実
施
し
た
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
で
は
、
多
く
の
貴
重
な
浄
財
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
募
金
額
は
、
経
済
不
況

が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
中
、
前
年
度

比
97
・
１
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
も
募

金
額
は
下
が
り
ま
し
た
が
、
全
国
平
均
を

上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
身
近
な
福
祉
活
動
を
支
援
す
る

共
同
募
金
の
役
割
は
年
々
重
要
に
な
っ
て

お
り
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、「
無

縁
社
会
」「
孤
独
死
」「
買
い
物
難
民
」「
老

老
介
護
」「
子
育
て
支
援
」「
災
害
時
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な
ど
の
地
域
の
課
題

解
決
の
た
め
の
活
動
の
財
源
や
、「
児
童

養
護
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
中
学
・
高

等
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
、
進
学
・
就
職

準
備
の
た
め
の
支
援
金
」
な
ど
、
福
岡
県

の
共
助
社
会
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
幅

広
く
活
用
し
て
い
ま
す
。

減
少
す
る
共
同
募
金
実
績
額

〜
地
域
福
祉
財
源
を
支
え
る
〜

福
岡
県
の
福
祉
活
動
を
支
え
る

た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

【
問
合
せ
先
】

福
岡
県
共
同
募
金
会

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
８
８

平成 22年度実績　
７９２，８６３，６４４円
（内 訳）
一 般 募 金
　６６７，６８２，９４６円
歳末たすけあい募金
　１２５，１８０，６９８円

ハートがつなぐ地域の輪
…赤い羽根共同募金
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今
回
は
、
福
津
市
の
「
太
極
拳　

福
津

会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
か
ら
23
年
前
に
、
代
表
で
あ
る
秋
満

光
江
さ
ん
（
73
歳
）
が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

現
在
22
名
（
男
性
10
名
・
女
性
12
名
）
の

メ
ン
バ
ー
で
、
毎
月
３
回
、
福
津
市
中
央

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

福
津
会
で
は
、
最
初
に
30
分
間
の
全
身

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
健
康
医
療
体
操
で
あ
る
錬
功
十
八
法

（
上
海
医
師
考
案
に
よ
る
も
の
）
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
体
の
筋
肉
や

関
節
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
は
、
参
加
者
み
な
さ
ん

の
体
の
柔
ら
か
さ
に
、
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
ひ
と
き
わ
体
の
柔
ら
か
い
瀬
口

タ
ミ
子
さ
ん
（
72
歳
）
は
、
太
極
拳
歴
16

年
と
の
こ
と
で
し
た
。〝
体
の
し
な
や
か

さ
″
こ
れ
こ
そ
が
、
若
さ
の
秘
訣
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
二
十
四
式
太
極
拳
を
行
い
ま
し

た
。
ゆ
る
や
か
な
一
つ
一
つ
の
動
き
は
、

つ
な
が
っ
て
流
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。

　

膝
が
悪
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試
し

て
み
た
末
に
太
極
拳
と
出
会
っ
た
と
い
う

入
江
大
二
郎
さ
ん
（
75
歳
）
は
、「
習
い

始
め
て
８
年
。
太
極
拳
の
お
か
げ
で
、
膝

の
痛
み
も
自
然
と
消
え
ま
し
た
。
や
れ
ば

や
る
ほ
ど
、
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。」

と
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

代
表
の
秋
満
さ
ん
は
、
最
初
は
、
旦
那

さ
ん
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

だ
そ
う
で
す
。
７
つ
の
教
室
で
教
え
て
あ

る
そ
う
で
す
が
、
参
加
者
は
30
代
か
ら
80

代
ま
で
様
々
だ
そ
う
で
す
。
教
え
て
い
て

感
じ
る
こ
と
は
、「
太
極
拳
は
、
正
し
く

覚
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
奥
が
深
い
も
の
で
す
。
太
極
拳
に

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
に
関
す
る
問
合
せ
先

（
サ
ー
ク
ル
取
材
も
承
り
ま
す
）

地
域
福
祉
部　

生
き
が
い
づ
く
り
課

　

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
１
４
０
１

若
さ
の
秘
訣

体の柔らかいみなさんです

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
紹
介

奥
深
き
太
極
拳　
〜
福
津
会　

福
間
教
室
〜

入
門
は
あ
る
け
ど
�
卒
業
は
な
い

卒
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
、
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
口
を
そ
ろ
え
て

言
わ
れ
る
こ
と
は
、「
太
極
拳
は
、
始
め

る
と
体
に
よ
い
変
化
が
現
わ
れ
て
く
る
の

で
、
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
、
笑
顔
と
元
気
。
そ
れ
か

ら
体
の
柔
ら
か
さ
が
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

音楽に合わせてゆっくり、しなやかに

代表の秋満さん

記念写真をパチリッ
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Q
認
知
症
の
方
の
昼
夜
逆
転
の
改
善
方
法
に
つ
い
て

A デイサービスやデイケア、ショートステイなど
介護保険サービスを活用し日中の活動性を高める

　

原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

① 

昼
間
寝
て
し
ま
い
不
活
発
な
生
活
を
し
て

い
る
た
め
夜
間
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
。

②
夕
食
が
早
い
と
夜
間
空
腹
で
眠
れ
な
い
。

③ 

薬
（
睡
眠
導
入
剤
）
が
合
わ
な
い
等
が
あ

り
ま
す
。

　

夜
に
就
寝
し
て
も
ら
う
の
に
一
番
効
果
的

な
の
は
、
昼
間
適
度
に
体
を
動
か
し
昼
夜
の

リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
デ
イ
ケ
ア
等
を
利
用
し
日
中
の
活
動
性
を

高
め
る
こ
と
も
有
効
な
方
法
で
す
。

　

夕
食
の
ほ
か
に
夜
食
で
胃
に
あ
ま
り
負
担

が
か
か
ら
な
い
も
の
を
食
べ
る
と
満
腹
感
で

眠
り
に
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
夕
食
の

時
間
や
就
寝
の
時
間
が
早
す
ぎ
る
の
も
昼
夜

逆
転
に
な
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
薬
（
睡
眠

導
入
剤
）
の
服
用
に
関
し
て
高
齢
者
の
場
合

は
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
、

薬
が
体
に
蓄
積
さ
れ
や
す
い
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
に
、
本
人
の
状
態
を
具
体

的
に
伝
え
、
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

認
知
症
の
方
の
昼
夜
逆
転
は
介
護
者
の
方

に
と
っ
て
、
夜
中
ま
で
対
応
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
い
た
め
、
介
護
負
担
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
介

護
者
自
身
も
体
を
休
め
る
工
夫
を
し
て
く
だ

さ
い
。

相談あれこれ
　このページは、Ｑ&Ａ形式で、認知症に関わる、高齢者の生活問題について取り上げ、そ
れに対する対応策や制度について紹介します。

認
知
症
の
方
の
昼
夜
逆
転
に
つ
い
て

認知症電話相談 福岡県社会福祉協議会　高齢者総合相談事業
TEL　０９２－５８４－３３１７

　認知症予防に関する質問、認知症の症状、介護の仕方等に関する相談、家族介護における心構え
や具体的な接し方、介護疲れや悩みの相談などお気軽にご相談ください。

○担当相談員：介護経験者
　（認知症の人と家族の会福岡県支部）
　相 談 日　火曜日、金曜日
　相談時間　１０：００～１６：００

○担当相談員：保健師
　（福岡県在宅保健師若草会）
　相 談 日　木曜日、土曜日
　相談時間　１０：００～１６：００

　

91
歳
の
認
知
症
の
祖
母
は
、
最
近
、
昼
間
寝
て
い
て
夜
一
人
で
起
き
て
い
る
と
い
う
昼
夜
逆
転
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
い
ま
す
。
夜
半
、
皆
が
寝
て
い
る
時
間
に
部
屋
の
中
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
た
り
、
外

に
出
よ
う
と
戸
を
開
け
よ
う
と
し
ま
す
。
足
が
ふ
ら
つ
き
、
歩
行
器
に
よ
る
移
動
の
た
め
転
倒
な
ど
の

恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
介
護
者
の
私
も
安
心
し
て
睡
眠
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
度
改
善
す
れ
ば
直
る
と
思
い
、
睡
眠
導
入
剤
を
使
っ
て
夜
に
寝
か
せ
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
年
齢
の
こ
と
も
あ
り
薬
を
使
う
の
は
少
々
心
配
で
す
。
認
知
症
の
方
の
昼
夜
逆
転
の
改
善
方
法

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

介
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
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お知らせ
掲 示 板
＊ 3月からの行事予定について紹介します。

障
害
者
が
つ
く
る
ま
ご
こ
ろ
製
品
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

目　
　

的

　

福
岡
県
で
は
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
ま

ご
こ
ろ
を
込
め
て
育
て
た
芋
を
原
料
と
し

た
焼
酎
「
自
立
」
を
障
害
者
施
設
と
共
同

で
開
発
し
、
昨
年
８
，
０
０
０
本
製
造
、

販
売
し
た
と
こ
ろ
、
完
売
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
内
９
カ
所
の
施
設
が
参
加

し
、
３
月
26
日
か
ら
自
立
の
販
売
を
開
始

し
ま
す
。
販
売
本
数
は
約
１
０
，
０
０
０

本
で
す
。
販
売
に
先
立
ち
、
多
く
の
県
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
障

害
者
が
つ
く
る
ま
ご
こ
ろ
製
品
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
ご
こ
ろ
製
品
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

購
入
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
自
立
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
　

時

　

平
成
23
年
３
月
26
日
（
土
）
13
時
〜
15
時

場　
　

所　

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野

　
　
　
　
　
　
　

筑
紫
野
市
立
明
寺

内　
　

容

　

当
日
は
「
自
立
」
の
先
行
販
売
に
加
え
、

菓
子
、パ
ン
、縫
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
「
ま

ご
こ
ろ
製
品
」
の
販
売
を
行
い
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　

福
岡
県
福
祉
労
働
部
障
害
者
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
６
４
３
）
３
２
６
３

第
49
回
福
岡
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

目　
　

的　

　

身
体
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

残
存
機
能
の
回
復
と
体
力
の
維
持
・
増
強

を
図
り
、
自
ら
の
障
害
を
克
服
し
て
明
朗
・

快
活
か
つ
積
極
的
な
性
格
を
養
い
、
社
会

の
身
体
障
害
者
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。（
入
場
無

料
）

日　
　

時

　

平
成
23
年
５
月
８
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

＊
雨
天
決
行

会　
　

場　

　

博
多
の
森
陸
上
競
技
場
（
開
会
式
、
陸

上
競
技
）

　

博
多
の
森
補
助
競
技
場
（
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
）

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
・
ア
リ
ー
ナ
棟
（
水

泳
競
技
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
、卓
球
競
技
）

問
合
せ
先　

福
岡
県
福
祉
労
働
部
障
害
者

福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
（
６
４
３
）
３
２
６
２

募
集
し
ま
す

　

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

昨年開催された大会の様子
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福
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タ
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ク
ロ
ー
バ
ー
プ
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ザ
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社
会
福
祉
法
人
　
福
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会
福
祉
協
議
会
　
TE
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発
行
人
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良
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印
刷
所
／
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

高齢者にやさしい
自動車開発シンポジウム

高齢者にやさしい自動車
デザインコンテスト最優秀作品■日　時

　平成 23年３月 24日（木）
　13：30～ 15：30
■会　場
　国際会議場
　２階多目的ホール
　（福岡市博多区石城町２－１）
■定　員
　800名
■問合せ先
　高齢者にやさしい自動車開発
　シンポジウム事務局
　（福岡県商工部自動車産業振興室内）
　ＴＥＬ：092-643-3447

1 開会挨拶及び基調講演
高齢者にやさしい自動車開発推進知事連合

会長　福岡県知事　麻生　渡

2 知事連合活動報告
高齢者にやさしい自動車コンセプト
CG上映

3 特別講演
「笑いある人生」
～いきいきとした高齢生活を送るために～
六代目　三遊亭円楽

【主催】高齢者にやさしい自動車開発推進知事連合、福岡県、北部九州自動車 150 万台先進生産拠点推進会議
【後援】トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、ダイハツ工業株式会社、本田技研工業株式会社、
（予定）スズキ株式会社、富士重工業株式会社、マツダ株式会社、三菱自動車工業株式会社、
　　　 社団法人福岡県老人クラブ連合会、福岡県地域婦人会連絡協議会

70歳現役社会づくりシンポジウム

■日　　　時  ３月 28 日（月）　13：30 ～ 16：30（開場 13：00）
■会　　　場  西鉄グランドホテル　２階プレジール（福岡市中央区大名２－６－ 60）
■定　　　員  500 名　※事前申し込みが必要となります。

お問い合せ：福岡県福祉労働部労働局新雇用開発課　電話 092-643-3593

【堺屋太一】：東京大学経済学部卒業後、
通商産業省入省。日本万国博覧会を企
画・実施。退官後、予測小説「油断 !」
「団塊の世代」等がベストセラーに。
98～00年まで経済産業庁長官を歴任。
上海万博では日本産業館代表兼総合プ
ロデューサーを務めた。

■基調講演――――――――――――――――――
　「団塊の世代が活力ある社会を創る」（仮）
　作家・経済評論家　堺屋　太一氏
■研究会報告―――――――――――――――――
　福岡県 70歳社会づくり会研究会　委員長
　法政大学大学院教授　藤村　博之氏
■パネルディスカッション―――――――――――
　「高齢者がいきいきと働き
　　　　　活躍することができる社会を目指して」
　・富士電機ホールディングス㈱　特別顧問　加藤　丈夫氏
　・プロデューサー　残間里江子氏
　・NPO法人えふネット福岡　専務理事　蓼原　典明氏
　・上智大学法学部教授　森戸　英幸氏


